




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教授 助教授 講師 助手
講座名・授業名





















寄生虫学 1： 1 1i
薬理学 1　　1 21











































































精神病学 11 1 （1）1
歯科学 ［2牢］： 1 1：












教授 副教授 講師 助教
教室・科名











































































































































教授 副教授 講師 助教
研究室名







病理学研究室 1　1（1） 1 2 2
















法医学研究室 i 1 2
第一内科研究室 ： 3 8
第二内科研究室 i 1 2 12
第三内科研究室 1 3 2 6












産婦人科研究室 i 2 3 4
眼科研究室 ： 1 2 2
耳鼻咽喉科研究室 i 1 2 3
皮膚科研究室 i 4 3
精神科研究室 ： 2


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































授与大学 認可年月 1月 6月
京都帝大 1923．12．14 医学院長 ①
台北帝大 1945．9．21
台北帝大 1946．6．17
台北帝大 1944．3．15 ② ②
台北帝大 1945．3．6
（不明） （不明） （不明） （不明）




台北帝大 1945．3．6 （不明） （不明）
台北帝大 1946．6．17
台北帝大 1945．9．24 ③ ③
台北帝大 1946．6．17
④ ④
一璽曹曹一一曽冒響一一一一一一 一■　一一一一ローP－一一一一一一 一一一一一冒”一一一一一一一一 一一一一一謄鴨P門擢冒辱一一一
京都帝大 1945．11．16 （不明） （不明）
台北帝大 1946．6．17 ③ ③
台北帝大 1946．6．17 ② ②
台北帝大 1946．6．17 ③ ③
台北帝大 1946．6．17 ③ ③
台北帝大 1946．6．17 ② ①
東京大学 1953．10．20 ③ ③
台北帝大 1946．6．17 ② ②
京都大学 1950．4．12 ③ ③
台北帝大 1946．6．17 ② ②
台北帝大 1946．6．17
台北帝大 1946．6．17 ② ②














































































































































































































































































































































































































































































































授与大学 認可年月 1月 6月
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































所属 新任者 職位 年齢 着任時期 省籍
耳鼻咽喉科 林天賜 副教授 38 1945．12 台湾
生理学 邸徳金 副教授 55 1945．12 台湾
第二外科 鄭澤生 講師 34 1945．12 台湾
漢方科 楊克明 教授 台湾
漢方科 邸賢添 副教授 47 1945．12 台湾
寄生虫学 盧萬徳 教授 台湾
医院長 陳禮節 教授 41 1946．1 湖北省
『六月 小児科 魏火曜 教授 40 1946．4 台湾
名簿』
ﾜでの
第二外科 謝振仁 副教授 39 1946．5 台湾
転入 小児科 林我澤 副教授 34 1946．6 台湾
解剖学 湯肇虞 教授 50 1946．8 漸江
病理学 葉　曙 教授 40 1946．8 湖北
放射線科 黄演煉 教授 39 1946．9 台湾
病理学 程丁茂 副教授 37 1946．10 台湾
眼科 楊燕飛 副教授 38 1946．10 台湾
寄生虫学 李賦京 教授 48 1947．1 陳西
眼科 張錫誤 教授 50 未到校 外省
細菌学 嚴智鍾 教授 58 1947 河北
解剖学 湯　器 教授 1947 外省
『六月 生理学 方懐時 1947 外省
名簿』













内科 察錫琴 1950 台湾
出典： 『国立台湾大学教職員録 中華民国三十六年一月』， r国立台湾大学教員名冊 民
大景福基金会（編印）『楓城四十年一国立台湾大学医学院四十週年紀念特刊一』
旧』1995年（国立台湾大学医学院附設医院）
275　　国立台湾大学医学院の成立と組織の継承　　所澤
え
ん
ぴ
燕
飛
の
各
氏
が
、
六
月
に
は
医
学
院
に
籍
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
事
情
は
未
詳
だ
が
、
医
学
院
と
医
学
専
修
科
と
で
、
教
授
、
副
教
授
、
講
師
、
助
教
の
職
位
が
一
致
し
て
い
な
い
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
医
学
専
修
科
に
籍
が
あ
っ
た
が
、
六
月
の
時
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
し
よ
う
え
い
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
じ
よ
て
つ
医
学
院
に
籍
を
持
た
な
か
っ
た
の
は
、
教
授
の
徐
少
英
氏
、
講
師
の
許
汝
鐵
氏
の
二
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
湖
南
省
籍
、
福
建
省
籍
で
あ
る
。
魏
氏
及
び
陳
禮
節
氏
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
①
及
び
②
で
ふ
れ
た
。
　
医
学
専
修
科
か
ら
の
教
員
の
転
入
は
、
医
学
専
修
科
専
属
の
教
員
が
六
月
ま
で
に
医
学
院
に
所
属
換
え
に
な
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
み
ら
れ
る
。
医
学
専
修
科
は
、
一
九
四
六
年
四
月
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
日
本
内
地
で
医
学
専
門
学
校
に
在
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
×
5
1
）
中
に
帰
台
し
た
学
生
を
入
学
さ
せ
、
一
九
五
〇
年
七
月
に
廃
止
と
な
っ
た
が
、
『
六
月
名
簿
』
で
は
一
九
四
七
年
六
月
の
時
点
で
組
織
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
名
簿
が
不
正
確
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
組
織
が
改
め
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
あ
る
い
は
さ
き
に
（
三
）
で
ふ
れ
た
、
同
年
一
月
に
第
二
附
属
医
院
が
省
立
台
北
医
院
と
な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
筆
者
に
は
事
実
関
係
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。
表
4
に
は
、
六
月
の
第
二
外
科
で
講
座
制
で
は
異
例
の
副
教
授
が
三
名
と
い
う
配
置
が
現
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
組
織
の
変
更
に
よ
り
教
員
が
医
学
院
に
転
属
と
い
う
形
に
な
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
な
お
、
楊
燕
飛
氏
に
つ
い
て
は
、
『
楓
城
四
十
年
』
中
の
座
談
会
で
自
身
の
経
験
が
回
想
さ
れ
て
い
る
。
楊
氏
は
台
北
医
専
出
身
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
が
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
ま
で
広
東
に
い
て
台
湾
に
戻
り
、
第
二
附
属
医
院
に
勤
務
し
た
。
『
一
月
名
簿
』
で
は
医
学
院
に
は
籍
が
な
く
、
医
学
専
修
科
の
講
師
だ
が
、
『
六
月
名
簿
』
で
医
学
院
副
教
授
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
き
ゆ
う
と
く
き
ん
　
　
き
ゆ
う
け
ん
て
ん
　
④
に
つ
い
て
。
邸
徳
金
、
邸
賢
添
の
両
氏
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
邸
徳
金
氏
は
、
台
北
医
専
卒
業
で
、
開
業
医
だ
が
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
京
帝
大
の
医
学
博
士
号
を
持
っ
て
い
て
、
＝
月
名
簿
』
と
『
六
月
名
簿
』
中
で
は
生
理
学
の
副
教
授
と
な
っ
て
い
る
。
医
学
院
長
杜
騨
氏
が
生
理
学
科
に
招
聰
し
た
と
い
．
麹
・
邸
賢
添
氏
も
や
は
り
台
北
医
専
卒
業
で
・
京
都
帯
大
の
医
学
博
士
号
を
持
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
『一
事
ｼ
簿
』
中
で
は
漢
方
科
の
教
授
で
、
『
六
月
名
簿
』
で
は
医
院
副
院
長
兼
任
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
三
七
年
八
月
一
九
日
か
ら
276東洋文化研究2号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
V
同
年
一
〇
月
二
六
日
ま
で
附
属
医
専
の
教
授
で
あ
っ
た
の
で
、
や
は
り
在
野
か
ら
人
材
を
求
め
た
例
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
た
だ
、
最
初
は
漢
方
科
の
副
教
授
と
し
て
杜
氏
に
招
聰
さ
れ
、
教
授
は
、
雲
林
県
で
開
業
し
て
い
て
、
や
は
り
杜
氏
に
招
聰
さ
れ
た
楊
こ
く
め
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
克
明
氏
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
『
一
月
名
簿
』
に
は
楊
氏
の
名
前
が
な
く
、
邸
賢
添
氏
が
教
授
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
楊
氏
は
一
九
四
七
年
一
月
に
は
既
に
退
職
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
ん
と
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
そ
の
ほ
か
に
、
医
学
院
長
杜
氏
は
、
盧
萬
徳
氏
を
寄
生
虫
学
科
に
招
聰
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
『一
事
ｼ
簿
』
と
『
六
月
名
簿
』
に
は
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
盧
氏
は
台
北
医
専
卒
業
で
務
繍
鯉
驚醐
u
艦 位
職
駒
学
医
6
4
7
1
9
①
⇒
×
　
　
⇒
③
②
②
①
①
②
⇒
　
⇒
⇒
⇒
①
×
②
×
⇒
⇒
⇒
○
⇒
　
⇒
⇒
　
⇒
⇒
⇒
⇒
②
③
　
⇒
②
⇒
”
梱
①
①
①
　
　
①
　
　
　
　
　
①
①
②
②
②
②
①
①
②
○
○
③
④
③
③
③
③
　
　
　
③
③
名
姓
曙
葉
　
　
　
司
夫
　
　
　
　
　
　
夫
二
明
菟
英
謙
丈
科
換
賜
曜
節
田
瞭
静
雄
聰
於
少
口
関
登
宗
天
火
禮
千
演
林
谷
杜
森
徐
小
金
陳
郭
林
魏
陳
徐
黄
小
細
　
　
　
吉
　
雄
光
源
成
泉
為
仁
正
貴
金
鎭
大
錦
村
振
倉
瀬
徳
李
董
余
中
謝
鎌
大
邸
　
　
　
　
　
　
良
　
　
　
　
　
　
二
霜
俄
尭
鐵
浬
金
宥
聰
時
唐
賢
縦
祐
譲
澤
飛
北
凌
歩
宗
汝
滋
水
井
明
當
招
文
天
天
村
我
燕
撰
林
葉
傅
許
察
鄭
里
彰
黄
呉
黄
張
林
中
林
楊
陳
　
位
鴇
鴇
㎝
医
1
9
任
主
授
教
授
教
副
師
講
、
台
北
帝
大
の
医
学
博
士
号
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
六
月
名
簿
』
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@輪
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@謄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹸
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か
く
し
よ
う
こ
ん
以
後
、
間
も
な
く
赴
任
し
た
郭
松
根
氏
も
こ
の
類
型
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
氏
も
医
専
卒
業
で
、
京
都
帝
大
の
医
学
博
士
号
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
持
っ
て
い
て
、
台
湾
に
戻
る
前
は
長
春
医
学
院
院
長
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
転
入
教
員
は
以
上
の
よ
う
な
人
達
で
あ
っ
た
。
組
織
の
継
承
の
上
で
は
、
邸
賢
添
、
魏
火
曜
、
湯
肇
虞
、
葉
曙
、
黄
演
瞭
、
厳
智
鍾
、
郭
松
根
、
高
天
成
、
及
び
魏
嫡
炎
の
各
氏
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
一
九
五
〇
年
頃
ま
で
に
、
組
織
に
対
す
る
発
言
力
の
強
い
教
授
の
地
位
で
入
っ
て
来
て
、
組
織
の
意
思
を
決
定
す
る
権
限
の
あ
る
地
位
に
就
く
こ
と
に
な
る
。
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四
　
組
織
の
意
思
決
定
と
教
員
配
置
　
医
学
院
に
お
け
る
帝
大
時
期
か
ら
の
組
織
の
継
承
は
、
教
員
配
置
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
本
稿
の
三
で
示
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
本
稿
一
（
二
）
で
、
従
来
ω
講
座
制
の
継
承
と
②
博
士
学
位
授
与
が
、
組
織
継
承
に
関
す
る
断
片
的
な
事
実
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
教
員
人
事
が
そ
の
共
通
の
土
台
だ
っ
た
と
い
う
判
断
を
示
し
た
が
、
そ
の
判
断
の
基
盤
は
三
で
示
し
た
よ
う
な
教
員
配
置
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
医
学
院
初
期
の
教
員
配
置
は
、
医
学
部
の
教
員
配
置
を
数
学
の
写
像
で
い
う
同
型
の
よ
う
に
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
医
学
院
の
発
足
に
際
し
て
外
部
か
ら
転
入
し
て
き
た
教
員
は
、
大
体
は
、
帝
大
時
期
か
ら
の
台
湾
籍
教
員
、
及
び
帝
大
時
期
か
ら
医
局
に
い
た
医
学
部
卒
業
者
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
組
織
の
隙
間
に
位
置
を
得
て
い
た
。
　
こ
こ
で
は
、
教
授
層
に
多
く
の
教
員
が
転
入
し
て
組
織
の
意
思
決
定
に
関
与
す
る
形
に
な
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
後
の
展
開
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
三
で
は
、
転
入
し
て
き
た
教
授
層
の
人
達
が
意
思
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
が
、
そ
れ
を
不
連
続
性
と
認
識
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
医
学
院
の
そ
の
後
の
展
開
は
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
組
織
の
中
枢
の
レ
ベ
ル
で
の
不
連
続
性
が
後
退
し
、
次
第
に
医
学
部
か
ら
の
連
続
性
が
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
勿
論
、
転
入
教
員
に
よ
る
組
織
の
意
思
決
定
が
、
組
織
の
継
承
に
反
す
る
こ
と
か
ど
う
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
学
は
、
本
来
生
え
抜
き
の
卒
業
生
の
み
が
教
員
ポ
ス
ト
に
就
任
す
る
組
織
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
台
湾
大
学
成
立
初
期
に
起
こ
っ
た
よ
う
に
、
教
授
層
に
転
入
し
た
人
達
が
、
す
ぐ
に
組
織
の
意
思
決
定
の
中
枢
に
収
ま
る
よ
う
な
こ
と
は
、
間
も
な
く
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
主
と
し
て
医
学
部
あ
る
い
は
医
学
院
を
卒
業
し
た
者
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
医
学
院
に
勤
続
し
た
後
に
、
昇
進
を
経
て
意
思
決
定
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
教
員
配
置
と
い
う
見
方
か
ら
す
る
と
、
台
湾
大
学
成
立
初
期
よ
り
も
、
む
し
ろ
二
〇
年
以
上
も
経
た
後
の
方
が
、
帝
大
時
期
を
よ
く
継
承
し
た
よ
う
な
組
織
と
な
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
医
学
院
組
織
の
意
思
決
定
レ
ベ
ル
で
の
歴
史
的
展
開
は
、
帝
大
時
期
の
卒
業
者
が
昇
進
し
て
い
く
以
上
、
頁
、
自
然
な
・
、
と
の
よ
曜
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
台
北
帝
大
医
学
部
が
初
め
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
の
が
一
九
四
〇
年
で
あ
り
、
台
湾
大
学
が
成
立
し
た
一
九
四
五
年
当
時
は
、
殆
ど
の
卒
業
者
の
年
齢
が
ま
だ
三
五
歳
以
下
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
医
学
院
成
立
直
後
に
は
教
授
層
に
多
く
の
転
入
教
　
纈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
員
が
あ
り
、
意
思
決
定
の
レ
ベ
ル
に
関
し
て
は
、
帝
大
時
期
か
ら
の
連
続
性
の
稀
薄
な
組
織
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
転
　
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
入
教
員
達
が
、
年
を
経
て
、
定
年
そ
の
他
の
理
由
で
組
織
を
去
っ
て
い
き
、
入
れ
替
っ
て
、
医
学
院
の
意
思
決
定
の
仕
組
み
に
関
与
す
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
籍
欝
護
肇
譲
縫
燵
鱒
鶴
口
畢
緩
讐
頃
擁
ロ
貝
戦
組
織
を
運
制
　
し
か
し
、
組
織
の
中
枢
を
占
め
る
教
員
の
構
成
に
変
化
が
起
こ
っ
て
い
っ
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
。
実
は
、
羅
組
織
の
中
枢
に
入
る
形
で
教
員
が
突
然
転
入
し
て
来
な
い
体
制
の
確
立
と
、
そ
の
変
化
と
は
表
裏
一
体
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
判
　
猷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
断
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
『
六
月
名
簿
』
よ
り
も
あ
と
の
時
点
で
は
、
転
入
教
員
の
四
類
型
の
う
ち
の
第
二
の
類
型
の
外
省
籍
の
教
　
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
員
の
転
入
が
、
抑
制
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
三
（
三
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
李
鎭
源
氏
が
日
本
帰
り
と
大
陸
出
身
者
と
を
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
日
本
帰
り
を
含
め
て
転
入
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
㎜
　
教
員
の
転
入
の
抑
制
は
、
そ
の
後
の
教
員
構
成
の
進
展
、
そ
し
て
組
織
の
あ
り
方
に
非
常
に
大
き
く
影
響
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
第
一
の
類
型
で
あ
る
日
本
（
内
地
）
帰
り
の
医
師
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
後
続
が
任
用
さ
れ
て
人
数
が
増
え
、
将
来
、
組
織
の
あ
り
方
を
変
容
す
る
よ
う
な
勢
力
と
な
る
可
能
性
は
全
く
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
日
本
が
外
国
と
な
っ
た
こ
と
で
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
を
頂
点
と
し
た
進
学
構
造
か
ら
離
脱
し
、
同
年
代
の
卒
業
者
同
士
の
心
理
的
な
関
係
が
変
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
他
の
二
つ
の
類
型
は
医
学
院
成
立
初
期
だ
け
の
例
で
、
後
々
ま
で
組
織
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
か
い
ぞ
う
　
転
入
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
外
省
籍
教
員
に
係
る
人
事
上
の
問
題
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
み
て
い
る
。
林
椀
三
氏
が
『
台
大
医
院
百
年
懐
旧
』
で
紹
介
し
た
二
つ
の
事
例
が
、
問
題
の
質
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
一
つ
は
す
で
に
三
（
四
）
で
ふ
れ
た
解
剖
学
教
授
湯
肇
虞
氏
の
例
で
あ
る
。
誰
の
紹
介
で
就
任
し
、
い
つ
辞
め
た
の
か
、
同
じ
学
科
内
の
誰
も
知
ら
な
い
湯
肇
虞
氏
の
よ
う
な
人
事
が
起
こ
り
え
た
。
こ
の
例
は
、
医
学
院
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
、
恐
ら
く
は
学
外
に
人
事
権
を
も
つ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
九
四
七
年
に
就
任
し
た
解
剖
学
教
授
の
湯
器
氏
の
例
で
、
や
は
り
人
事
選
考
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
湯
器
氏
は
、
表
1
0
に
示
し
た
よ
う
に
、
北
平
大
学
医
学
院
卒
業
で
、
慶
応
義
塾
大
学
の
医
学
博
士
号
を
得
て
い
て
、
日
本
へ
帰
国
し
た
　
　
　
　
　
も
り
お
　
と
解
剖
学
教
授
森
於
菟
氏
の
あ
と
を
引
継
い
で
授
業
を
し
て
い
た
が
、
若
手
の
指
導
を
好
ま
ず
、
研
究
を
せ
ず
、
授
業
の
水
準
に
も
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
し
　
ね
ん
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
傅
斯
年
氏
が
台
湾
大
学
の
第
四
代
校
長
（
日
本
の
学
長
に
相
当
）
と
し
て
台
湾
に
来
る
こ
と
を
聞
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
　
北
京
大
学
で
傅
氏
が
校
長
在
職
中
に
多
く
の
「
日
本
派
」
（
引
用
に
あ
た
っ
て
正
確
な
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
「
日
本
派
」
は
日
本
帰
り
と
親
日
派
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
の
教
員
を
解
雇
し
た
こ
と
を
思
い
起
し
、
着
任
し
て
く
る
前
に
自
分
か
ら
大
陸
へ
帰
っ
て
　
　
　
　
　
（
6
2
V
し
ま
っ
た
と
い
う
。
医
学
院
教
員
と
し
て
能
力
上
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
大
陸
へ
の
帰
り
方
か
ら
見
て
、
採
用
に
関
し
て
も
不
明
朗
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
さ
れ
る
。
　
二
つ
の
事
例
は
、
当
時
、
外
省
籍
の
教
員
に
つ
い
て
、
一
部
に
適
正
な
採
用
人
事
が
行
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
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い
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
み
る
と
、
す
で
に
示
し
た
表
4
、
表
1
0
に
未
到
校
（
任
用
さ
れ
て
い
る
が
、
着
任
し
て
い
な
い
）
の
教
員
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
の
も
、
採
用
の
過
程
に
疑
問
が
感
じ
ら
れ
る
。
　
そ
の
よ
う
な
教
員
の
転
入
の
問
題
を
実
際
に
回
避
し
た
の
は
、
台
湾
籍
教
員
の
事
実
上
の
頂
点
に
い
て
、
当
時
医
学
院
長
の
任
に
あ
っ
た
杜
聰
明
氏
で
あ
っ
た
と
、
今
日
多
く
の
医
学
院
関
係
者
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
聞
き
及
ん
で
い
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
事
例
で
あ
る
。
　
一
つ
は
、
国
防
医
学
院
と
の
合
併
を
拒
絶
し
た
こ
と
で
あ
る
。
国
防
医
学
院
は
、
軍
の
管
轄
下
に
あ
る
医
学
関
係
の
単
科
大
学
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
か
し
よ
う
る
。
一
九
四
九
年
に
大
陸
か
ら
台
湾
に
移
っ
て
来
た
が
、
間
も
な
く
し
て
、
国
防
医
学
院
院
長
の
林
可
勝
氏
か
ら
杜
聰
明
氏
に
、
抗
戦
時
期
の
大
学
合
併
方
式
で
台
大
医
学
院
と
合
併
し
て
大
学
を
経
営
し
よ
う
と
い
う
働
き
か
け
が
行
わ
れ
た
。
杜
氏
が
そ
れ
を
受
入
れ
ず
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
そ
の
た
め
に
実
現
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
防
医
学
院
の
教
員
は
大
陸
か
ら
来
た
外
省
籍
の
人
達
で
あ
っ
た
の
で
、
合
併
が
行
わ
れ
れ
ば
、
医
学
院
の
意
思
決
定
に
外
部
か
ら
影
響
力
が
及
び
、
恐
ら
く
は
人
員
配
置
に
ま
で
大
き
な
混
乱
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
台
北
帝
大
医
学
部
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
組
織
の
内
実
が
根
本
か
ら
換
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。　
も
う
一
つ
は
、
台
湾
大
学
校
長
と
な
っ
た
傅
斯
年
氏
（
一
九
四
九
年
一
月
か
ら
一
九
五
〇
年
一
二
月
ま
で
在
任
）
の
決
定
に
関
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
し
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
鄭
梓
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
傅
氏
は
、
台
湾
大
学
の
改
革
の
一
貫
と
し
て
、
医
学
院
と
附
設
医
院
は
台
湾
籍
の
教
授
に
運
営
を
ま
か
せ
る
と
い
う
措
置
を
と
り
、
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
に
来
て
医
学
院
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
4
）
附
設
医
院
の
運
営
の
手
助
け
を
し
よ
う
と
い
う
医
学
界
の
大
家
達
の
申
し
入
れ
を
全
て
謝
絶
し
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
決
定
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
外
省
籍
の
教
員
の
転
入
を
途
絶
す
る
効
果
を
持
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
筆
者
が
医
学
院
の
関
係
者
か
ら
た
び
た
び
聞
く
話
で
は
、
そ
の
よ
う
な
決
定
は
、
傅
斯
年
氏
の
意
思
で
は
な
く
、
当
時
医
学
院
長
で
あ
っ
た
杜
所澤国立台湾大学医学院の成立と組織の継承281
聰
明
氏
の
強
い
意
思
を
や
む
な
く
受
入
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
結
果
杜
氏
は
傅
氏
と
決
定
的
に
対
立
す
る
に
至
っ
た
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
二
つ
は
、
組
織
が
確
立
し
て
行
く
頃
に
な
さ
れ
た
は
っ
き
り
し
た
対
応
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
医
学
院
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
も
副
次
的
に
教
員
転
入
を
難
し
く
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
講
座
制
の
実
質
的
継
承
、
日
本
か
ら
の
博
士
学
位
の
授
与
の
ほ
か
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
い
な
い
住
院
医
師
制
度
で
あ
る
。
　
講
座
制
の
実
質
的
継
承
は
、
教
授
の
下
に
配
置
さ
れ
た
ポ
ス
ト
に
空
席
が
生
じ
な
け
れ
ば
新
し
い
任
用
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
て
、
転
入
教
員
の
た
め
の
ポ
ス
ト
増
設
が
制
限
さ
れ
る
。
医
学
院
で
は
、
日
本
時
代
に
教
育
を
受
け
た
教
員
の
数
が
少
な
く
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
る
ま
で
、
二
〇
年
程
度
は
影
響
が
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
二
の
日
本
か
ら
の
博
士
学
位
授
与
は
、
海
外
留
学
で
博
士
号
を
得
た
教
員
の
流
入
を
防
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
台
湾
大
学
成
立
初
期
の
台
湾
で
は
、
博
士
号
の
取
得
は
大
学
教
員
と
な
る
た
め
の
必
要
条
件
で
は
な
か
っ
た
が
、
医
学
院
で
講
師
以
上
の
多
く
が
博
士
号
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
外
部
か
ら
の
教
授
、
副
教
授
の
転
入
の
理
由
と
し
て
、
学
位
に
お
け
る
優
位
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
の
住
院
医
師
制
度
は
一
九
五
〇
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
や
は
り
卒
業
生
以
外
の
教
員
の
転
入
の
機
会
を
非
常
に
小
さ
く
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
、
毎
年
の
卒
業
生
の
う
ち
何
人
か
を
大
学
に
残
し
、
病
院
住
込
み
の
よ
う
な
形
で
研
修
を
続
け
さ
せ
、
選
抜
を
繰
返
し
て
昇
進
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
一
旦
民
間
や
他
大
学
に
出
る
と
容
易
に
は
大
学
に
戻
れ
な
い
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
　
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
自
体
の
目
的
を
持
つ
も
の
な
の
で
、
印
象
で
語
る
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
は
な
く
、
今
後
検
証
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
論
理
的
に
は
教
員
の
転
入
を
難
し
く
す
る
も
の
な
の
で
、
な
か
で
も
外
省
籍
教
員
の
転
入
を
抑
止
す
る
効
果
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
こ
四
で
は
、
台
湾
大
学
成
立
初
期
に
、
組
織
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
中
枢
部
を
占
め
た
転
入
教
員
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
述
べ
て
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き
た
事
実
は
、
そ
の
こ
と
は
、
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
思
決
定
へ
の
関
与
が
当
時
の
特
殊
な
出
来
事
に
終
っ
て
、
結
局
継
続
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
織
の
継
承
が
む
し
ろ
初
期
よ
り
も
、
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
顕
著
に
な
っ
た
と
い
う
理
解
の
妥
当
性
を
示
唆
し
て
五
　
お
わ
り
に
1
継
承
の
成
立
過
程
と
そ
の
背
後
本
稿
の
関
心
は
、
日
本
が
設
け
た
機
関
が
、
日
本
の
施
政
下
か
ら
中
華
民
国
へ
の
施
政
下
に
移
行
す
る
際
の
組
織
の
継
承
に
あ
っ
た
。
曜
最
後
に
、
継
承
の
成
立
過
程
の
背
後
に
あ
る
心
の
問
題
に
つ
い
て
、
二
つ
の
点
か
ら
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
つ
は
、
何
を
も
っ
て
組
織
の
継
承
と
択
え
る
か
と
い
う
心
の
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
継
承
の
成
立
を
支
え
た
心
の
問
題
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
第
一
の
点
に
関
し
て
は
、
通
常
、
組
織
の
継
承
は
、
組
織
が
途
切
れ
ず
に
連
続
的
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
今
日
の
台
湾
で
も
、
継
承
の
成
立
条
件
は
、
日
本
時
代
か
ら
途
切
れ
ず
に
、
中
華
民
国
の
体
制
下
に
移
行
し
、
連
続
を
保
っ
た
ま
ま
変
化
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
理
解
さ
れ
、
通
常
は
そ
れ
に
基
い
て
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
捉
え
方
を
台
湾
大
学
で
追
究
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
サ
章
義
氏
の
い
う
「
接
収
主
義
」
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
研
究
の
主
要
な
一
焦
点
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
台
湾
大
学
が
台
北
帝
大
を
継
承
し
た
と
い
う
台
湾
に
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
意
識
は
全
く
別
の
と
こ
ろ
か
ら
発
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
本
稿
が
追
究
し
た
の
は
、
接
収
前
後
で
台
北
帝
大
と
台
湾
大
学
が
ど
う
途
切
れ
て
い
な
い
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
接
収
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
組
織
の
中
に
生
成
さ
れ
た
教
員
の
配
置
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
そ
れ
を
継
承
意
識
の
主
要
な
源
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
る
。
　
第
二
の
点
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
、
台
湾
大
学
に
お
け
る
組
織
の
継
承
が
結
実
し
て
行
く
過
程
に
、
当
事
者
の
間
に
様
々
な
思
い
が
国立台湾大学医学院の成立と組織の継承283
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
一
国
の
法
令
の
下
で
設
け
ら
れ
た
組
織
が
、
他
国
の
法
令
下
に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
々
の
レ
ベ
ル
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
単
純
な
こ
と
で
は
な
く
、
事
態
は
多
く
の
人
々
の
様
々
な
意
識
の
複
合
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
医
学
院
の
初
期
の
人
事
を
悉
皆
的
に
追
跡
し
た
の
で
は
な
く
、
一
九
四
七
年
を
中
心
に
幾
つ
か
の
断
面
を
切
取
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
組
織
の
中
に
い
た
帝
大
時
期
の
台
湾
籍
の
教
員
達
の
生
き
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
継
承
の
成
立
す
る
過
程
を
、
台
湾
大
学
に
限
ら
ず
、
様
々
な
組
織
に
お
い
て
読
み
解
い
て
ゆ
く
こ
と
で
、
国
家
が
換
る
と
い
う
こ
と
に
際
会
し
た
人
々
が
、
台
湾
の
未
来
や
自
身
の
個
人
的
将
来
を
、
組
織
の
継
承
に
ど
の
よ
う
に
託
そ
う
と
し
て
い
た
か
、
そ
の
心
の
あ
り
よ
う
が
読
み
取
れ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
　
こ
こ
に
あ
げ
た
二
つ
の
点
は
、
国
家
を
越
え
た
組
織
の
継
承
が
二
重
の
意
味
で
心
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
稿
は
そ
の
問
題
を
追
究
し
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
の
問
題
関
心
は
、
背
後
の
、
よ
り
大
き
な
精
神
史
研
究
の
地
平
に
踏
込
ん
で
行
く
一
歩
で
あ
る
と
、
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。
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註
（
1
）
　
教
育
部
統
計
処
（
編
）
『
中
華
民
国
教
育
統
計
　
民
国
八
十
　
　
七
年
』
一
九
九
八
年
、
教
育
部
、
一
五
二
頁
。
（
2
）
　
国
立
台
湾
大
学
医
学
院
・
台
大
景
福
基
金
会
（
編
印
）
『
楓
　
　
城
四
十
年
ー
国
立
台
湾
大
学
医
学
院
四
十
週
年
紀
念
特
刊
1
』
　
　
一
九
八
五
年
、
五
一
－
五
二
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
（
3
）
　
台
湾
の
現
状
は
、
一
九
九
七
年
九
月
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た
　
　
国
民
中
学
一
年
（
日
本
の
中
学
一
年
に
相
当
）
の
教
科
書
『
認
　
　
識
台
湾
（
歴
史
篇
）
』
の
記
述
が
よ
く
示
し
て
い
る
の
で
は
な
　
　
い
だ
ろ
う
か
。
同
書
は
、
日
本
時
代
の
遺
産
と
し
て
、
初
等
教
　
　
育
の
普
及
、
法
治
観
念
、
時
間
観
念
、
衛
生
観
念
の
浸
透
な
ど
　
　
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
社
会
の
基
幹
部
分
と
も
い
え
る
組
織
の
　
　
運
営
、
行
政
の
仕
組
み
の
近
代
性
や
そ
の
継
承
に
つ
い
て
は
殆
　
　
ど
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
対
象
が
中
等
教
育
一
年
次
　
　
だ
と
い
う
制
約
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
背
後
に
は
研
究
の
蓄
積
の
　
　
不
足
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
4
）
　
中
華
民
国
六
〇
年
（
一
九
七
一
年
）
一
月
二
二
日
教
育
部
台
　
　
㈹
訓
字
第
一
八
九
三
号
令
に
よ
れ
ば
、
各
校
は
校
史
室
を
設
け
　
　
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
中
華
民
国
六
〇
年
（
一
九
　
　
七
一
年
）
三
月
一
〇
日
教
育
部
訓
育
委
員
会
台
㈱
訓
字
第
五
五
　
　
七
三
号
函
は
「
校
史
資
料
の
蒐
集
は
、
光
復
の
時
か
ら
始
め
、
　
　
日
拠
時
期
部
分
は
簡
略
に
し
、
但
し
皆
無
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
　
　
い
」
（
原
文
は
中
国
語
）
と
し
て
い
る
（
こ
の
令
達
は
、
台
北
　
市
政
府
教
育
局
編
印
『
中
等
学
校
教
育
法
令
彙
編
』
一
九
九
五
　
年
六
月
、
四
二
一
頁
に
所
収
）
。
こ
れ
は
、
制
限
さ
れ
て
い
た
　
　
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
（
5
）
　
雰
章
義
『
台
湾
近
代
史
論
』
一
九
八
六
年
、
自
立
晩
報
、
一
　
　
＝
1
＝
三
頁
。
（
6
）
　
台
湾
大
学
台
湾
研
究
社
発
行
。
一
九
九
六
年
四
月
に
創
刊
さ
　
　
れ
、
不
定
期
な
が
ら
一
九
九
九
年
五
月
現
在
で
二
号
（
一
九
九
　
　
七
年
五
月
）
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
（
7
）
　
曽
士
榮
「
従
「
台
北
帝
大
」
到
「
台
湾
大
学
」
1
戦
後
文
化
　
　
重
編
之
個
案
研
究
（
巳
＆
～
H
8
0
）
」
『
＞
8
匹
①
巨
餌
－
台
北
帝
　
　
国
大
学
研
究
1
』
第
二
号
、
一
九
九
七
年
五
月
、
台
湾
大
学
台
　
湾
研
究
社
、
八
－
一
〇
頁
。
（
8
）
　
宋
瑞
櫻
「
第
三
内
科
簡
史
」
『
台
大
医
院
壱
百
年
』
一
九
九
　
　
五
年
、
国
立
台
湾
大
学
医
学
院
附
設
医
院
、
四
七
頁
。
（
9
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
〇
1
五
一
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
。
（
1
0
）
　
所
澤
潤
（
聴
取
り
・
編
集
・
解
説
・
註
）
・
陳
定
尭
（
口
述
）
　
　
「
聴
取
り
調
査
”
外
地
の
進
学
体
験
（
V
I
）
1
樺
山
小
か
ら
、
　
台
北
三
中
、
台
北
帝
大
豫
科
、
台
北
帝
大
医
学
部
を
経
て
、
台
　
湾
大
学
医
学
院
卒
業
1
」
『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
人
　
文
・
社
会
科
学
編
』
第
四
六
巻
、
一
九
九
七
年
、
群
馬
大
学
教
　
育
学
部
、
一
二
六
、
一
七
四
ー
一
七
五
頁
。
（
1
1
）
　
宋
瑞
櫻
、
前
掲
（
8
）
。
（
1
2
）
　
『
日
本
史
大
事
典
』
第
四
巻
、
一
九
九
三
年
、
平
凡
社
、
五
　
　
七
四
頁
。
（
1
3
）
　
『
日
本
史
広
辞
典
』
一
九
九
七
年
、
山
川
出
版
社
、
一
三
〇
　
九
頁
。
（
1
4
）
黄
昭
堂
『
台
湾
総
督
府
』
一
九
八
九
年
（
新
装
第
六
刷
）
、
　
教
育
社
、
二
七
一
頁
。
ま
た
、
向
山
寛
夫
（
編
）
『
台
湾
台
北
　
州
立
台
北
第
一
中
学
校
の
沿
革
（
年
表
）
』
、
一
九
九
一
年
、
台
　
湾
台
北
州
立
台
北
第
一
中
学
校
同
窓
会
・
麗
正
会
、
七
六
頁
。
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（
1
5
）
　
張
寛
敏
氏
の
教
示
に
よ
る
。
（
1
6
）
　
前
掲
（
2
）
、
四
九
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
。
（
1
7
）
　
前
掲
（
2
）
の
図
書
。
（
1
8
）
　
『
台
大
医
院
壱
百
年
』
一
九
九
五
年
、
国
立
台
湾
大
学
医
学
　
院
附
設
医
院
。
（
1
9
）
　
『
台
大
医
院
百
年
懐
旧
』
一
九
九
五
年
、
国
立
台
湾
大
学
医
　
　
学
院
附
設
医
院
。
（
2
0
）
　
『
東
寧
会
四
十
年
ー
台
北
帝
大
医
学
部
と
そ
の
後
1
』
一
九
　
　
七
八
年
、
東
寧
会
。
（
2
1
）
　
『
台
北
帝
国
大
学
一
覧
　
昭
和
十
八
年
』
一
九
四
四
年
、
台
　
　
北
帝
国
大
学
。
（
2
2
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
〇
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
。
（
2
3
）
　
張
寛
敏
氏
は
、
一
九
四
四
年
九
月
に
台
北
高
等
学
校
を
卒
業
　
　
し
、
同
年
一
〇
月
に
台
北
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
学
し
、
一
九
　
　
四
八
年
六
月
に
台
湾
大
学
医
学
院
を
卒
業
し
た
。
（
2
4
）
　
『
台
大
景
福
校
友
会
通
訊
録
』
民
国
七
〇
年
七
月
三
一
日
印
　
　
製
、
（
一
九
八
一
年
）
。
（
2
5
）
　
『
日
本
博
士
録
』
一
九
五
六
年
、
教
育
行
政
硬
究
所
。
（
2
6
）
　
所
澤
ほ
か
の
前
掲
（
1
0
）
（
一
六
八
－
一
七
二
頁
）
の
ほ
か
、
　
　
所
澤
潤
（
聴
取
り
・
解
説
・
註
）
・
張
寛
敏
（
口
述
）
「
聴
取
り
　
　
調
査
阿
外
地
の
進
学
体
験
（
H
）
1
台
北
一
師
附
小
、
台
北
高
　
　
校
、
台
北
帝
大
医
学
部
を
経
て
、
台
湾
大
学
医
学
院
卒
業
1
」
　
　
（
第
四
四
巻
、
一
九
九
五
年
、
一
七
六
－
一
八
〇
頁
）
、
及
び
所
　
　
澤
潤
（
聴
取
り
・
編
集
・
解
説
・
註
）
・
呂
耀
福
（
口
述
）
「
聴
　
　
取
り
調
査
”
外
地
の
進
学
体
験
（
V
）
ー
石
光
公
学
校
か
ら
、
　
台
北
高
校
尋
常
科
、
同
高
等
科
、
台
北
高
級
中
学
を
経
て
、
台
　
湾
大
学
医
学
院
卒
業
1
」
（
第
四
七
巻
、
一
九
九
八
年
、
二
五
　
　
三
－
二
五
四
、
二
五
八
i
二
六
一
頁
）
に
言
及
が
あ
る
。
（
2
7
）
　
前
掲
（
2
）
、
四
九
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
。
（
2
8
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
〇
1
五
一
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
。
（
2
9
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
〇
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
。
回
想
で
は
曖
　
　
昧
だ
が
、
助
教
は
三
名
以
下
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
（
3
0
）
　
『
台
湾
総
督
府
官
報
』
第
八
〇
三
号
、
昭
和
一
九
年
（
一
九
　
　
四
四
年
）
一
〇
月
二
八
日
、
二
二
四
頁
。
一
九
四
四
年
一
〇
月
　
　
二
五
日
付
け
で
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
王
耀
文
・
李
卓
然
「
邸
仕
榮
教
授
事
略
」
前
掲
（
1
9
）
、
五
　
　
一
頁
。
　
　
郎
仕
榮
「
光
復
前
後
的
台
大
医
院
」
『
青
杏
』
第
一
八
期
　
　
（
影
印
復
刻
、
前
掲
（
2
）
所
収
、
五
〇
頁
）
。
　　　　　　　383736
）　　）　　）
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同
右
。
　
前
掲
（
2
）
、
五
二
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
　
前
掲
（
2
）
、
三
七
六
、
三
七
七
頁
。
　
前
掲
（
2
）
、
四
八
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
　
前
掲
（
2
1
）
、
二
三
八
頁
。
　
広
畑
龍
造
「
研
究
生
活
5
0
年
の
回
顧
（
前
編
）
」
『
中
村
学
園
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
六
八
年
、
中
村
学
園
大
学
・
短
期
大
学
／
家
政
学
会
、
二
四
九
－
二
五
〇
頁
、
及
び
広
畑
龍
造
「
研
究
生
活
5
0
年
の
回
顧
（
後
編
）
」
『
中
村
学
園
研
究
紀
要
』
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第
二
号
、
一
九
六
九
年
、
中
村
学
園
大
学
・
短
期
大
学
／
家
政
　
　
学
会
、
一
八
五
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
き
ん
せ
ん
（
3
9
）
　
『
六
月
名
簿
』
に
見
ら
れ
る
、
解
剖
学
教
授
余
錦
泉
氏
、
及
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
あ
　
ろ
ん
　
　
び
病
理
学
講
師
郭
阿
嵜
氏
は
、
『
一
月
名
簿
』
と
の
比
較
に
よ
　
　
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
副
教
授
、
助
教
か
ら
の
内
部
昇
進
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
け
い
き
ん
　
　
な
お
『
六
月
名
簿
』
に
見
ら
れ
る
皮
泌
科
講
師
羅
慶
鈎
氏
は
、
　
　
名
簿
に
よ
れ
ば
台
湾
省
籍
で
、
前
掲
（
2
）
に
よ
れ
ば
第
二
附
属
　
　
医
院
皮
泌
科
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
同
　
　
医
院
の
分
離
に
伴
っ
て
医
学
院
に
転
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
（
4
0
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
二
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
及
び
五
四
頁
　
　
（
楊
燕
飛
氏
の
発
言
）
。
（
4
1
）
　　　A　　　444342
）　　）　　）
（
4
5
）
　　　A4746（4
8
） 　
林
吉
崇
「
簡
介
前
第
二
外
科
主
任
謝
振
仁
教
授
」
前
掲
（
1
9
）
、
】
一
〇
頁
。
　
前
掲
（
2
）
、
五
二
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
　
前
掲
（
2
）
、
六
〇
頁
（
翁
俊
廷
氏
の
発
言
）
。
　
林
吉
崇
「
台
大
医
院
第
二
任
院
長
陳
禮
節
教
授
尋
訪
記
」
前
掲
（
1
9
）
、
三
七
－
三
八
頁
。
　
葉
曙
『
病
理
茄
三
年
』
一
九
八
二
年
、
伝
記
文
学
出
版
社
、
三
六
、
一
二
五
ー
一
二
六
、
四
五
一
－
四
六
二
頁
。
　
前
掲
（
2
）
、
六
一
頁
（
葉
曙
氏
の
発
言
）
。
　
台
大
医
学
院
百
年
院
史
（
中
冊
）
編
輯
小
組
『
台
大
医
学
院
百
年
院
史
（
中
）
1
光
復
後
（
一
九
四
五
ー
一
九
九
七
年
）
』
一
九
九
八
年
、
国
立
台
湾
大
学
医
学
院
、
八
六
頁
。
　
林
椀
三
「
大
戦
結
束
前
後
的
解
剖
学
科
」
前
掲
（
1
9
）
、
九
二
　
　
頁
。
（
4
9
）
　
蘇
録
篶
「
寄
生
虫
学
科
聲
微
生
物
学
研
究
所
寄
生
虫
学
組
簡
　
　
介
」
前
掲
（
2
）
、
一
二
〇
1
一
二
一
頁
。
（
5
0
）
前
掲
（
2
）
、
五
二
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
（
5
1
）
　
前
掲
（
2
0
）
、
七
四
－
七
五
頁
。
（
5
2
）
前
掲
（
2
）
、
五
二
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
及
び
五
四
頁
　
　
（
楊
燕
飛
氏
の
発
言
）
。
（
5
3
）
　
前
掲
（
2
）
、
四
九
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
（
5
4
）
　
名
簿
中
に
は
漢
方
科
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
（
2
）
、
　
　
五
〇
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
か
ら
漢
方
科
で
あ
っ
た
こ
と
を
　
　
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
5
5
）
　
前
掲
（
2
1
）
、
二
三
七
頁
。
（
5
6
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
〇
頁
（
翁
廷
俊
氏
の
発
言
）
。
（
5
7
）
前
掲
（
2
）
、
四
九
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
発
言
の
中
で
　
　
は
羅
萬
徳
教
授
と
な
っ
て
い
る
が
、
盧
萬
徳
教
授
の
誤
り
。
（
5
8
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
五
頁
（
魏
火
曜
氏
の
発
言
）
。
（
5
9
）
　
邸
仕
榮
氏
が
一
九
六
四
年
八
月
に
附
設
医
院
の
院
長
に
着
任
　
　
し
た
頃
か
ら
、
組
織
の
中
枢
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
　
　
る
。
（
6
0
）
　
金
沢
大
学
医
学
部
を
一
九
五
五
年
に
卒
業
し
て
外
科
の
教
職
　
　
に
就
い
た
許
書
剣
氏
は
（
前
掲
（
1
9
）
、
四
二
頁
。
但
し
当
初
の
　
　
職
位
は
不
明
）
、
『
六
月
名
簿
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
先
立
つ
一
　
　
九
四
七
年
二
月
に
二
十
七
歳
で
第
二
外
科
助
教
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
従
っ
て
、
三
十
五
歳
頃
に
医
学
院
に
ポ
ス
ト
を
得
た
と
い
っ
て
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も
、
単
に
日
本
帰
り
と
い
う
経
歴
が
評
価
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
（
6
1
）
瀟
超
然
・
沙
健
孫
・
周
承
恩
・
梁
柱
・
楊
文
媚
（
編
著
）
　
　
『
北
京
大
学
校
史
（
一
八
九
八
1
一
九
四
九
）
（
増
訂
本
ご
（
一
　
　
九
八
八
年
、
北
京
大
学
出
版
社
、
四
〇
五
、
四
八
五
頁
）
に
よ
　
　
れ
ば
、
正
確
に
は
、
傅
斯
年
氏
は
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
て
き
　
　
」
九
四
六
年
六
月
（
あ
る
い
は
七
月
か
）
ま
で
、
校
長
胡
適
氏
　
　
の
代
理
と
し
て
校
務
に
あ
た
っ
た
。
（
6
2
）
　
前
掲
（
4
8
）
。
（
6
3
）
　
前
掲
（
2
）
、
五
六
頁
（
李
鎭
源
氏
の
発
言
）
。
ま
た
、
李
慶
　
　
月
「
四
位
台
大
医
学
院
院
長
各
有
独
特
歴
史
意
義
」
『
黒
白
新
　
　
聞
周
刊
』
一
九
九
五
年
六
月
一
八
日
～
六
月
二
四
日
、
六
六
－
　
　
六
七
頁
。
（
6
4
）
　
鄭
梓
「
傅
斯
年
与
台
湾
高
等
教
育
之
改
革
」
鄭
梓
『
戦
後
台
　
　
湾
議
会
運
動
史
之
研
究
－
本
土
精
英
与
議
会
政
治
（
一
九
四
六
　
　
ー
一
九
五
一
ご
（
増
訂
版
）
一
九
九
三
年
、
著
者
刊
、
二
二
ニ
　
　
ー
二
二
三
頁
。
（
6
5
）
　
一
九
九
八
年
一
二
月
一
日
、
国
立
台
湾
大
学
医
学
院
顧
問
　
　
（
元
秘
書
）
陳
春
雄
氏
の
教
示
に
よ
る
。
謝
辞
　
本
稿
の
執
筆
に
は
、
張
寛
敏
氏
、
及
び
呉
密
察
氏
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
資
料
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
四
月
五
日
及
び
七
日
に
は
張
寛
敏
氏
の
ご
紹
介
で
、
表
6
に
名
前
の
あ
が
っ
て
い
’
る
方
錫
玉
氏
に
直
接
お
会
い
し
て
聴
取
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
九
四
六
年
末
以
前
の
医
局
の
様
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
内
容
の
確
認
に
は
国
立
台
湾
大
学
医
学
院
顧
問
（
元
秘
書
）
陳
春
雄
氏
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
各
氏
の
ご
厚
意
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
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The　Founding　of　the　College・of　Medicine　of　National
Taiwan　University　and　Its　Organizational　Succession：
In　Search　of　the　Taihoku　Imperial　University　Connection
Jun　SHOZAWA
　　The　Faculty　of　Medicine　of　Taihoku　Imperial　Univeristy（FMTIU）
became　the　College　of　Medicine　of　National　Taiwan　University
（CMNTU）in　1945　following　Japan’s　withdrawal　from　Taiwan．　The
transition　entailed　appointment　of　Taiwanese　medical　staff　from
FMTIU　to　the　similar　teaching　positions　at　CMNTU．　This　employ－
ment　continuity　created　a　long－lasting　perception　that　National
Taiwan　University　and　Taihoku　Imperial　University　were　one　and　the
Same　lnStltUt10n．
　The　author　of　this　article　investigates　the　process　of　how　CMNTU
was　re－organized，　in　order　to　present　a　more　accurate　historical
account　of　the　related　events　than　the　research　to　date．
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